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電 話 相 談 員 養 成 研 修 会 を 終 え て …基 礎

●最初は義務的な感じで出席

したが、研修をこなすうちに

興味がわいてきた。

●電話相談は専門家が行うものと思っていたが、我々はすでに檀務を通しての臨床経験があると聞いて自信が出た。

●今後は有志で学
習会を企画す

るなど、カウンセ
リングの研鑽

を積む機会を確保し
ていきたい。

●僧として取り組む意味をもう少し明確に。

●長期の継続事業として欲しい
。

●これまでの“一方通行の上から目線”ゆえにか？「直葬」などに見られる僧侶不要論へと発展させた？僧侶のあり方を改善し、人から“必要とされる僧侶”を育成する上で「傾聴」そのものを、もっと多くの僧侶が日常に取り入れていくべきだと感じました。

●問題解決までを視野に入れた研修ができるとよい。

●お寺の相談場所
ということで、お

寺特有

の質問等の受け答
えの対応の仕方を

教えて

頂けたらと思いま
す。生き方、霊の

話など。

●参加の皆さんが思っている事
など、発言する機会、

それを聴く機会があったことで
、ただ聞いている講座

と違い、共有できるものが多か
ったと思います。
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